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1 .はじめに

本稿では、西海道における軒丸瓦一本づくりに

ついて、現状を把握することを目的とする。日本

列島では、 6世紀後半の飛鳥寺造営以降、造寺技

術が伝えられ、その際に瓦をつくる技術ももたら

された (r日本書紀』巻21 崇峻元年)。遺跡から
出土する瓦の文様や作り方を観察することで、お

およその年代や地域的特徴を把握することが可能

である。特にこの40年ほどで、瓦の作り方、製作

技法に着目した研究が増加してきた。各地で製作

技法に関する事例が蓄積されてきたこともあり、

全国を対象にした製作技法の総括的検討が研究会

のテーマとして取り上げられるようにもなってき

た(奈良文化財研究所 2018，2019) 0 

本稿で扱う西海道についても、瓦の製作技法

に関する検討が進められており、そのような中で

も、軒平瓦や平瓦の製作技法については、国分寺

造営に伴って一枚づくりを採用する地域が多いな

ど、一定の共通見解が得られてきたと考えられる

(栗原 1990，1999，梶原 2000，奈良文化財研究

所 2019)。そこで本稿では、各地で発掘調査が増

加し、従来個別に事例報告されている軒丸瓦の一

本づくり技法に着目し、西海道における現状を整

理したい

2. これまでの研究状況と課題

軒丸瓦の一本づくりは、全国で確認されてい

る。一本づくりについては先行研究で整理されて

おり、 A~D技法の 4 つに類型化されている(鈴

木 1990)0 A技法は筒形成形台成形、 B技法は粘

土紐巻きあげ成形で、後述する神ノ前窯跡や月ノ

浦窯跡出土の例が挙げられている。 c技法は瓦当
面販め込み成形で、後述する興善寺廃寺出土例が

挙げられている。 Dは型造り成形で、いわゆる横

置型一本作りと呼ばれている方法である。近年で

は、横置型一本作り技法と国分寺造営期の造瓦技

術の展開の関連について言及されている(梶原

西海道における軒丸瓦一本づくり

2008)。また一本づくり技法を研究会のテーマに

して全国的傾向を把握する動きもあるが(奈良文

化財研究所 2018，2019)、地域によって一本づく

り技法の内容や時期が異なるため、全国的な議論

が難しい状況である。本稿で対象とする西海道は、

一本づくり技法が他地域とは様相が異なることも

指摘されている(山口 2011)。

西海道では、神ノ前窯跡出土の無文軒丸瓦(石

松・高橋 1979)や、興善寺廃寺出土の鬼面文軒丸瓦・

単弁八葉軒丸瓦(野田編 1980，広瀬 1980)、月ノ

浦1号窯跡出土の単弁軒丸瓦(石松・舟山 1983)

で一本づくりの瓦が早くに報告されている。特に

西海道では、後述するように、一本づくり技法が

西海道内の造瓦技術の展開のあり方と関連するた

め、その現象を把握することは重要である。

西海道では、朝鮮半島や畿内でみられる瓦当文

様や、観世音寺・大宰府政庁を中心とした大宰府

史跡で主に使用された「大宰府系瓦」の瓦当文様

の影響を受けた瓦が広くみられる。西海道の瓦研

究で基礎となる小田富士雄の一連の研究では、大

宰府系瓦の影響を受けた瓦が西海道各地の国分寺

を中心とした遺跡で出土することから、国分寺造

営時に大宰府から各国へ技術的援助があり、大宰

府文化圏のようなものがこの時期に成立したと評

価されてきた(小田 1957a，1957b， 1958a， 

1958 b )。そのため、大宰府系瓦がどのように成

立したのか、その成立過程が一つの議論となって

いる。大宰府系瓦の成立については、一本づくり

技法との関連を指摘した森郁夫の研究がある。森

は、大宰府系瓦の一つで、ある老司式軒丸瓦の特徴

として、瓦当裏面下半部周縁が堤状に高く作ら

れることがあり、これは肥後地域で主にみられ

る、一本づくりから派生した「技法IIJ (野田編

1980) と関連があるとして、肥後の工人の関与を

指摘した(森 1983)。しかし、老司式軒丸瓦と肥

後の瓦の年代的矛盾によりこの説は否定されてお

り、近年では筑前や豊前で出土している朝鮮半島

系瓦と関連する可能性も指摘されている(高橋

2007，杉原 2007)。大宰府系瓦の成立過程と一本

づくり技法の展開の関連の有無を調べるには、ま

ずは西海道における一本づくり軒丸瓦の現状を把
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握する必要がある。

3.西海道における一本づくり軒丸瓦(図1

'""3、表 1) 

西海道出土の古代瓦にみられる主な一本づくり

は、瓦当と円筒状の丸瓦を各々製作し、両者を接

合して不要部分を除去するとし寸方法である。特

徴としては、多くの資料で瓦当裏面の下端に凸帯

が残る。また、瓦当裏面に一周するようなナデ調

整がみられる場合や、円筒状丸瓦を半裁した際の

工具痕(または糸切痕)が丸瓦側面延長上の瓦当

側面に確認されることが多い。一本づくりの中で

も細部で違いがあり、瓦当裏面に別作りした円筒

状丸瓦を接合したり、瓦当裏面に円筒状の丸瓦を

製作するもの(I-1) と、円筒状丸瓦を瓦当に

依め込むもの(1 -2) がみられる(図1)0 1 

1は丸瓦の先端が瓦当裏面にまでしか到達しな

い。鈴木のB技法に近い。それに対して、 1-2 

は丸瓦の先端が瓦当の周縁部を形成する。(鈴木

1990)のC技法、(野田編 1980)の技法 Iに相当

する。他地域で確認される縦置き型一本づくり(鈴

木のA技法)や横置き型一本づくり(鈴木のD技

法)は、西海道では確認されていない。

一本づくりではない軒丸瓦は、瓦当と別作りし

て半裁した丸瓦を接合する接合式である(II )。

西海道出土の軒丸瓦では、おおよそ 3種の接合方

法が確認される(図 1) 0 1つめは半裁した丸瓦

を瓦当に被せる方法 (II-l)、2つめは半裁し

た丸瓦を瓦当裏面に接合する方法 (II-2)、3

つめは瓦箔に途中まで瓦当の粘土を詰めた後に半

裁した丸瓦を接合し、残りの瓦当分の粘土を付加

するのに合わせて丸瓦を固定する方法 (II-3)

である。

西海道出土の古代瓦のうち、現在管見で確認さ

れている一本づくり軒丸瓦は表1、図2の通りで

ある。主に、筑前、筑後、肥後地域で確認されて

いる。どの地域も早い時期から寺院が造営された

地域である。そのなかでも、筑前・筑後では 1-

1が多く、肥後では 1-2のみが確認される。一

方、同じく早くから多くの寺院が造営された豊前

では、一本づくり軒丸瓦がほとんど確認されてい
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ない。上坂廃寺跡出土の百済系単弁八葉軒丸瓦で

のみ確認されているが、こちらの製作技法につい

ては一本づくりか否かについて賛否両論ある。当

該資料を実際に観察した結果、瓦当裏面下端にケ

ズリ面を伴う凸帯が残り、瓦当裏面には一周する

ナデ調整が確認され、丸瓦側面延長上の瓦当側面

には円筒状丸瓦を半裁したときについたと考えら

れる工具痕が確認されることから、本稿では本資

料を一本づくりとして位置づけたい。

筑前の塔原廃寺や日向の下北方塚原第2遺跡で

も、瓦当裏面下端に凸帯をもっ軒丸瓦が出土して

いる。但し、下北方塚原第2遺跡の報告書では接

合式と報告されており(西嶋編 2011)、塔原廃寺

の報告書で、は特に製作技法については触れられて

いない(宮小路 1967)。実見していないので断定

はできないが、老司式軒丸瓦や豊前の新羅系軒丸

瓦にみられるような、接合式でありつつも瓦当裏

面に凸帯をもっ事例の可能性が高い。一方、肥

後の興善寺廃寺出土の単弁八葉蓮華文軒丸瓦は、

先行研究において一本づくり(1 -2、瓦当最

め込み式法)とされているが(鶴嶋 1991，金田

1997)、実際に資料を観察した結果、瓦当裏面に

半裁した丸瓦を接合した痕跡がみられ、また、瓦

当周縁部は何度も粘土を付加することによって成

形されている様子が観察された。よって、本資料

は通常の接合式の可能性が残る。

4.今後の課題

以上、報告が増加してきた一本づくり軒丸瓦に

ついて述べてきた。その結果、筑前、筑後、肥後

地域で主に一本づくり軒丸瓦が確認され、その中

でも筑前・筑後では 1-1、肥後では 1-2が主

体を占めることがわかった。今後は、一本づくり

軒丸瓦と接合式軒丸瓦との関連について検討を進

めることが課題である。この検討を進めることで、

西海道において広く影響を及ぼした大宰府系瓦の

成立過程について、より検討を深めることが可能

となる。
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旧国名

筑前

筑後

重-量-目IJ

肥後

筑前
肥後
日向
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遺跡名

月ノ浦1号窯跡

那珂遺跡群
月ノ浦1号窯跡
神ノ前2号窯跡

那珂遺跡群
那珂遺跡群

よ岩田遺跡

井上廃寺跡

ヘボノ:木遺跡
ヘボノ木遺跡、

ヘボノ木遺跡
ヘボノ木遺跡、

観興寺

観興寺
上坂廃寺跡

立願寺廃寺跡

立願寺廃寺跡
立願寺廃寺跡

渡鹿A遺跡
陳内廃寺跡

陳内廃寺跡
興善寺廃寺跡

塔原廃寺跡

興善寺廃寺跡
下北方塚原第2遺跡

fJ) 

.~~ 

d 

表 1 西海道出土の一本づくり軒丸耳

文様・型式名 製作技法

単弁八葉蓮華文 1 -1 

単弁九葉蓮章文 1 -1 

無文 1 -1 

単弁七葉蓮華文 1 -1 

単弁六葉蓮華文 1 -1 

単弁六葉蓮華文、

井上廃寺軒丸五1類 1 -1 

ヘボノ:木1a式
ヘボノ木1b式 1 -1 

ヘボノ木1c式 1 -1 

ヘボノ木4式 1 -1 

観興寺1式 1 -2 

観興寺2式 1 -2 

百済系単弁八葉蓮華文 1 -1 

単弁八菜蓮華文.A型 1 -2 

複弁八葉蓮華文・B型 1 -2 

複弁八葉蓮華文・C型 1 -2 

単弁八葉蓮華文 1 -2 

単弁八葉蓮華文・ 1a式 1 -2 

単弁八葉蓮牽文・ 1b式 1 -2 

鬼面文・ 1a式 1 -2 

単弁八菜蓮華文 接合式?

単弁八葉蓮華文・ 1b式 後合式?
単弁八莱蓮華文 綾合式?

備考 図2No.

丸瓦部は粘土紐巻きょげの痕跡あり

丸E部は泥条盤築技法
丸瓦部は粘土紐巻き上げの痕跡あり

丸五部は泥条盤築技法
丸E部は泥条盤築技法
丸五部は泥条盤築技法

丸五部に竹状模骨痕あり

1月ノ浦1号窯跡
2神ノ前2号窯跡
3那珂遺跡群
4告書原廃寺跡
5上岩田遺跡
6井上廃寺跡
7ヘボノ木遺跡
8観興寺
9上坂廃寺跡
10立願寺廃寺跡
11渡鹿A遺跡
12陳内廃寺跡
13興善寺廃寺跡
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14下北方塚原第2遺跡

図2 西海道の一本づくり軒丸耳出土遺跡
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西海道における軒丸瓦一本づく り

1-1 月ノ浦1号窯跡 1-2 那珂遺跡群

2 月ノ浦 1号窯跡

3 神ノ前2号窯跡

図3一1 一本づくり軒丸瓦 (1~ 2 : S = 1/4， 3: S = 1/6) 
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西海道における軒丸瓦一本づくり

色
4 那珂遺跡群

5 那珂遺跡群

6-1 上岩田遺跡

6-2 井上廃寺跡 6-3 ヘボノ木遺跡

図3-2 一本づくり軒丸五 (S=1/4) 
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西海道における軒丸瓦一本づくり

7 ヘポノ木遺跡 8 ヘポノ木遺跡

9 ヘボノ木遺跡

10 観興寺 11 観興寺

12 上坂廃寺跡

図3-3 一本づくり軒丸1f， (S = 1/4， 9は縮尺不同)
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西海道における軒丸瓦一本づくり

40 

5 

13 立願寺廃寺跡 14 立願寺廃寺跡

15 立願寺廃寺跡 16 渡鹿A遺跡

17 陳内廃寺跡 18 陳内廃寺跡

19 興善寺廃寺跡

図3-4 一本づくり軒丸瓦 (S=1/4) 




